
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 東村 新一 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って、環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切

さを理解し、郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成

しましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月 １２日 

学校名 福井市大安寺幼小中学校 

校長氏名 今川 恒弘      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①大安寺地区の環境、地球環境について、伝え合って学習します。 

②電気や紙などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①・大安寺地区の自然環境について、学習し発表会を実施します。（幼、小） 

 ・地球環境について、学習し発表会を実施します。（中） 

 ・クリーン活動を行い、地域の環境について調査します。（小、中） 

②・小中で電気や紙などの資源を大切に使うためのポスターなどを作り、幼、小、中共通したものを掲示

し、節約を呼びかけます。（幼、小、中） 

③・アルミ缶回収や資源回収を、PTA や地域と連携して実施します。（小、中） 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③のアルミ缶回収や資源回収などでは、人や社会との関わりを尊重し、大切にしようとする態度を育てる。 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２６日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 福井市大安寺幼小中学校 

（学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①大安寺地区の環境、地球環境について、伝え合って学習します。 

②電気や紙などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 大安寺地区の自然環境についての学習及び発表会の実施。 

   

☆ゲストティーチャーを招いて、環境について考え、グループで、環境クイズをしたりミニ発表を 

し合ったりしました。 

       

☆幼稚園児も、環境の学習をして、すぐ実践しています。 

☆総合的な学習の時間の発表会では、クリーンエネルギーについて、発表しました。 

 

② 〇地球環境についての学習及び発表会の実施。 

           

☆中学校の MR（マイリサーチ）発表会（絶滅危惧種について）に小学生も参加しました。 

 

 

 



〇クリーン活動の実施、地域の環境についての調査。 

     

☆「クリーン作戦」と銘打って、小学生も中学生も地域をきれいにしました。 

 

③ 〇節電・節水・リサイクルの取り組み 

☆幼・小・中で、電気や紙などの資源を大切に使うためのポスターを作成し、幼・小・中共通した 

ものを掲示し、節約を呼びかけました。 

        

 

☆幼稚園も小学校も、節水や節電の掲示を各階につけて、皆に啓発しました。 

 

     ☆夏休み中に、環境新聞を作りました。 

☆各教室に「資源ごみコーナー」を設け、ごみの削減を全校で意識して取り組みました。 

 

〇アルミ缶回収や資源回収を、PTA や地域と連携して実施 

        

☆休日にもかかわらず、地区の方と一緒に小学生も中学生も、地区ごとにアルミ缶回収を行いました。 

☆年２回の資源回収も、地域の皆さん、保護者の皆さん、幼稚園から小・中学生までの子どもたちと、 

たくさんの方々の協力で取り組んでいます。 

 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③のアルミ缶回収や資源回収を毎年行うことで、PTAの皆さんや地域の皆さんとの関わりを尊重する子ど

もたちの心が自然と育ち、幼稚園、小学校・中学校を通して、人や地域との関わりを大切にしようとする

態度を育てることができました。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 様々なゲストティーチャーからお話を聞くことを通して、環境に関しての視野を広げることが

できました。 

② 幼・小・中と連携して ISO に取り組み、その活動を受け継ぐことで、小さいときから環境に関

する意識が高まっていきます。 

③ アルミ缶回収は、公民館の協力のもと、小さい子から中学生まで参加しようという意識が高い

です。同じように年２回の資源回収でも、地区の方が快く協力して下さり、その思いが地域で

生きる子どもたちに伝わって、たくさんの子どもたちが熱心に活動していました。 

【改善点】 

・保護者の皆さんには、学校便りや学年便り、総合の発表会などを通して、ISO に関する活動

を発信しているが、今後は、保護者ではない地域の方々にも発信して、活動を知っていただけ

たらと考える。 

・今年度は、地域の具体的な環境調査があまりできなかったので、今後は、子どもたちと話し

合って、環境に関する取り組みを探っていきたいと考える。 


